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豪雪地帯では冬，雪下ろしや雪かきなどの雪処理を行う必要がある．雪処理を自力で行えないことで高齢者等が孤立す

る事例や雪処理時の事故は多く，社会問題となっている．本研究では雪処理の負担が北海道地方部からの人口流出に影響

しているのではないかという仮説を立てた．そこで豪雪地域である岩見沢市，倶知安町，滝川市の住民を対象とした意識

調査を行い，共分散構造分析を用いて雪処理の負担感を定量化した．また，雪処理には頻度や作業時間など様々な要素が

含まれており，この負担感にどのような雪処理の要素が大きく影響しているのかも分析した．分析の結果，雪処理の負担

が大きいと定住意識が減少することが明らかとなった．また，作業自体の肉体的負担よりもその作業に伴う事故や怪我へ

の恐怖が負担感に大きく影響していることを明らかにした． 

 

Key Words: area with heavy snowfall, shoveling, removing snow from roof, Settlement awareness, 

Structural Equation Modeling 

 

 

1. はじめに 

 

(1) 研究の背景と目的 

北海道等の雪国において積雪は冬季の生活と切っ

ても切れない関係にある．12月から3月までの積雪

期には住民は雪から生活を守るため，雪かきや雪下

ろしなどの「雪処理」を行うことに多大な労力を費

やす必要がある．特に高齢者や身体的に不自由な人

が自力で雪処理を行えない上に，行政による支援も

望めず不安を募らせている現状や，雪処理の作業中

に発生する死傷事故についてはメディアが大きく取

り上げており，社会問題となっている．これら雪処

理の負担や事故による怪我のリスクは北海道に安心

安全に住む上で大きな障害となっている． 

このような北海道での定住という部分に着目する

と，第8期北海道総合開発計画1)では北海道は食糧自

給率221%であり我が国の食料供給基地である上，近

年ではアジア諸国を中心に食の輸出が増加傾向であ

るとしている．その一方で同計画は人口減少が他国

と比べて深刻な日本の中でも北海道は更に10年程度

先行していることを問題視している．これより北海

道が「食の生産基地」であることを維持するために

は，北海道地方部の人口流出を抑制し，人口を維持

する必要があるとしている． 

以上をまとめると， 

・雪処理は住民にとって負担が大きく，事故のリス

クも含め，北海道に安心安全に住む上で大きな障

害となっている． 

・第8期北海道総合開発計画より，北海道が食の生

産空間であるために北海道地方部からの人口流出

を抑制する必要がある． 

これより，「雪処理の負担を軽減させることで北海

道地方部からの人口流出抑制に貢献出来る」という

仮説を立てる．そしてこの仮説の妥当性を検証する
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ために，雪処理の負担が定住意識にどの程度影響を

与えているのか，そして，雪処理のどのような要素

が負担に大きく影響を与えているのか，という2点

を明らかにすることを本研究の目的とする． 

 

(2) 既存研究の整理と本研究の位置づけ 

まず雪処理の負担と定住意識の関係については谷

本・森2)や竹口・鈴木3)のように複数の要因の中に雪

処理を含めて，定住意識との関係の強さを比較した

研究が多く蓄積されている．谷本らでは定住に重要

な社会生活環境がどのような構成であるかを調査す

るため岡山県真庭市など三地域でアンケート調査を

行い，その結果をオーダードレスポンスロジットモ

デルを用いて分析している．効用関数Ufを定住意向

への影響関数と定義し，各生活環境要素の係数αの

大きさを比較している．その結果，「除雪が大変」

は全ての地域の高齢の住民にとって「移動が大変」

などと並んで密接な関係があることが分かった．ま

た竹口らは北海道岩見沢市を対象として定住意識に

着目した意識調査の結果を用いてCS分析を行い，定

住意識向上に向けた自治体施策評価モデルの構築を

行っている．この分析の結果，「雇用・就業環境」

や「公共交通」と同程度に「雪対策」についても施

策を重点化する必要性を指摘している． 

 本研究で対象としているのは雪処理の負担である

が，この作業負担という研究対象については介護分

野で多く研究されている．例えば中谷・東條4)は家

族介護者の受ける負担を客観的な負担と主観的な負

担とに分けてそれぞれについて分析を行っている．

客観的負担を「第三者によって観察・測定できる負

担」，主観的負担を「当事者の客観的負担に対する

解釈あるいはどの程度それを負担と感じているか」

と定義し，これを踏まえ主観的負担を「客観的負担

状況の主観的な解釈」と位置づけている． 

 以上，既存研究では雪処理の負担を含めた複数要

因と定住意識の関係について分析し，相対的な比較

をしたものは多いが，雪処理のみに着目し，雪処理

のどのような要素が負担や定住意識への影響要因に

なっているかを調査した研究は見当たらない．ま

た，負担については介護の分野で盛んに研究が行わ

れており，客観的負担と主観的負担に分けて考えて

いる．これらを踏まえ，本研究では雪処理の負担に

ついて客観的負担と主観的負担に分けて考え，「雪

処理の要素-雪処理の負担-定住意識」の関係を明ら

かにする．また，本研究でも主観的負担は客観的負

担状況の主観的な解釈と位置づける． 

 

2. アンケート調査概要 

 

 本研究では降雪量や人口などを考慮し，北海道岩

見沢市，倶知安町，滝川市の3地域を対象とした．

行ったアンケート調査の概要を以下の表-1に示す．

配布方法は配達地域指定郵便を用いた．配達地域指

定郵便とは，指定した地域（町丁目で区切られた地

域単位）全体に郵便物を配達することが出来るサー

ビスである．地域としては各市町全域を指定したの

では無く，配布票数が1000票になるように調整しな

がら，勾配屋根が多い地域を選定した．回収率は全

体で40.6%であった． 

 調査項目については客観的負担と主観的負担をそ

れぞれ定量化するために必要な項目を設定した．詳

細は後述するが，「住宅について」，「雪下ろしや雪

庇落としについて」，「雪かきについて」は客観的負

担を定量化するために，「その他雪処理全般につい

て」の中の「雪処理は大変か」などは主観的負担を

定量化するために質問している． 

 

 

 

 

表-1 アンケート調査概要 
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3. 主観的雪処理負担感について 

 

(1) 数量化Ⅰ類による変数の選定 

中谷・東條の研究を参考に，雪処理の主観的負担

を「主観的雪処理負担感」と定義する．中谷らは複

数の主観的な質問からなる主観的負担の測定スケー

ルを開発し，項目間の重み付けの点数を得る目的で

主成分分析法を用いている．本研究でもそれに従

い，14項目の負担要素からなる測定スケールを作成

した．しかしその14項目全てが雪下ろしや雪かきの

大変さと対応したものであるという確信を持てなか

った．そのため主成分分析を行う前にまず以下の表

-2に示す「屋根の雪下ろし/雪かきは大変」の合計

点数（2～10点）を目的変数，⑤～⑱の14項目の測

定スケールを1～5点の説明変数として数量化Ⅰ類を

行った． 

表-2 主観的雪処理負担感に関する質問項目 

 

 

表-3 数量化Ⅰ類の分析結果 

 

以下の表-3に数量化Ⅰ類の結果を示す．数量化Ⅰ 

類では目的変数の変動に説明変数がどれだけ貢献し

ているのかを調べることが出来，重回帰分析のF値

を参照して重要度が高い負担要素の選定を行った．

F＞4の説明変数を目的変数の変動に大きく貢献して

いるとした．表-3よりF値が4を超えたのは「雪処理

は重荷」，「将来雪処理が出来るか不安」，「身体や健

康への影響が出ると思う」，「身体的に疲れる」であ

った．従って主観的雪処理負担感に関係していると

考えられるこの4変数で主成分分析を行う． 

 

(2) 主成分分析による主観的雪処理負担感の定量

化 

上述の4変数で主成分分析を行った結果を以下の

表-4に示す．表-4に示すとおり，主成分分析の結

果，第1主成分の寄与率が0.648となった．中谷らの

研究では同じく項目間の重み付けを行い，主観的負

担を定量化するために主成分分析を用いている．そ

の分析では第1主成分の寄与率が0.351であったがそ

の主成分得点を主観的負担感としている．したがっ

て，本研究でも寄与率0.648の第1主成分の主成分得

点を「主観的雪処理負担感」として定量化して問題

ないと考えられる． 

また中谷らは同研究で主観的負担を「客観的負担

に対する主観的解釈」とし，多次元・多面的である

客観的負担に対して，主観的負担も様々な側面を持

ち合わせる必要があるとした．本研究ではこれを参

考に主観的負担と客観的負担を定義し，その分析方

法を設定した．そのため，本研究の主観的な雪処理

負担感も多面的であると考えられ，以上の分析結果

より主観的な雪処理負担感には「雪処理は重荷」，

「将来雪処理が出来るか不安」，「身体や健康への影

響が出ると思う」，「身体的に疲れる」という側面が

あると分かった． 

 

 

 

表-4 主成分分析の分析結果 
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表-5 観測変数の設定 

4. 客観的雪処理負担について 

 

(1) 客観的雪処理負担について 

まず作業頻度のように第三者によって観察・測定

できる要素によって構成される雪処理の負担を「客

観的雪処理負担」と定義する．1. (2)で「雪処理の

要素-雪処理の負担-定住意識」の関係を明らかにす

ると述べたが，この雪処理の要素と負担は客観的な

要素と負担を指す．そこで客観的雪処理負担は共分

散構造分析を用いてこの三者がどのような構造にな

っているのかを明らかにする．共分散構造分析とは

観測データをもとに構成概念や観測変数の関連を見

当するための統計手法である．その性質上，共分散

構造分析では自分の研究仮説を反映したモデルを柔

軟に組み立てることが出来る． 

 

(2) 共分散構造分析の分析結果 

また，共分散構造分析のもう一つの大きな特徴と

して，得られたモデルの変数間の関係をパス図とい

う図で表すことが出来る．本研究で得られたパス図

を以下の図-1に示す．図中の四角は観測変数，楕円

は潜在変数を表す．潜在変数とは数値として直接的

には観測できない構成概念の変数であり，共分散構

造分析を通して定量化される変数である．矢印につ

いては変数間の矢印はその2変数の予測・説明関係

を表している．一方先端のみに変数がある矢印は誤

差を表している．すなわち例えば図-1左上のx1とf1

の間には次のような関係がある． 

x1 = a1 × f1 + e1 

また，図中の観測変数は表-5のように設定を行っ

た．主観的雪処理負担感を雪処理の要素とし，客観

的雪処理負担を主としたのは，主観的雪処理負担感

を客観的雪処理負担の主観的解釈と位置づけている

図-1 パス図モデルの概形 
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ためである． 

 次に以下の表-6，表-7にパス係数と誤差項の推定

を示す．パス係数とは共分散構造分析における説明

変数につく変数のことであり，変数間の相関関係の

大きさを表している．この結果より，全てのパス係

数と誤差項が少なくとも10%有意に収まり，その多

くが0.1%有意に収まったことが分かる．また，表-8

にこのモデルの適合度指標を示す．本研究の共分散

構造分析ではSRMR,RMSEA,CFI,TLIを適合度指標とし

て用いた5)．表-8より作成したモデルの当てはまり

が非常に良いとまでは言えないが，十分検討可能で

あると言える． 

表-6 パス係数の推定値 

 

 

表-7 誤差項の推定値 

 

(3) パス図モデルについての考察 

 

a) 雪処理の負担について 

表-6，表-7のパス係数，誤差項を含めたパス図モ

デルが以下の図-2である．パス係数，誤差項につい

てはそれぞれ標準化しているため大きさを比較して

も問題ない．まずは雪処理に関する部分であるf5 

客観的雪処理負担より上側，厳密にはx1～

x13,x16,x18,x19の観測変数とf1～f3,f5の潜在変数

について考察する． 

 緑色の観測変数について，屋根勾配の有無では勾

配無しの屋根を0点，有りの屋根を1点とした結果，

屋根勾配の有無は雪下ろしの作業負担と負の関係と

なった．すなわち屋根勾配があると雪下ろしの負担

が軽減されると言うことである．勾配無しの屋根は

「無落雪屋根」と呼ばれ，雪下ろしをする必要が無

い構造とされているため，矛盾していると思われる

かもしれない．しかし，本研究で行ったアンケート

によると，勾配が無い屋根の住宅に住む住民は勾配

が有る屋根の住宅に住む住民と比べて雪下ろしをす

る人の割合が高かった．これは勾配が有る場合，自

然に落雪するため，雪下ろしをせず自然に落雪する

のを待つという選択肢がある一方で，勾配が無い 

 

図-2 推定値を含むパス図モデル 

表-8 適合度指標 
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場合，自然に落雪することが無いため，雪下ろしせ

ざるを得ないという現状がこの結果として反映され 

たと考えられる．また住宅タイプについては雪下ろ

しと雪かきの両方の作業負担に影響していた．これ

は一戸建てか集合住宅課で雪下ろしや雪かきの作業

量に差が出たことが要因と考えられる． 

 次に青色の観測変数について，まず雪下ろしの作

業支援(x4)は雪下ろしの作業負担に影響しているこ

とが分かった．その一方で雪かきの作業支援は同様

にモデルに組み込んで分析を行った結果，雪かきの

作業負担との関係が有意にはならなかった．この結

果からは一見，雪かきの作業支援よりも雪下ろしの

作業支援の方が重要であり，優先すべきと言えるよ

うに感じられる．しかし本研究は敷地内雪処理にの

み着目しており，自治体などによる車道の除雪で出

た「置き雪」の処理については考慮していないの

で，その部分の排雪作業を含めた雪かきへの支援が

必要かは今後の課題とするところである． 

 また雪下ろしと雪かきのけがの経験はそれぞれ作

業負担を説明する観測変数として組み込まずに独立

させたモデルが最も当てはまりが良くなった．その

ため客観的雪処理負担を説明するための潜在変数と

して雪処理時のけがの恐怖を作業負担と同列に潜在

変数として設定した．雪下ろしや雪かきの作業負担

よりもけがの恐怖の方が客観的雪処理負担との関係

が強くなった．これより作業自体の負担軽減を行う

こと以上に作業過程で生じるけがや事故を防ぐため

の取り組みが重要であると言える． 

 

b) 雪処理以外の要素について 

次に雪処理以外の要素について考察を行う．ここ

で「地域での居心地の良さ」と定義した潜在変数は

左側の観測変数(x14,x15)によって定量化されてお

り，右側の観測変数(x20,x21)とは相関関係の大き

さを表しているだけで定量化には影響していない． 

この地域での居心地の良さと客観的雪処理負担の

間には負の関係がある．すなわち居心地が良いほど

負担が軽減されている．雪処理では屋根雪が隣の敷

地に落ちるなど近隣住民とのトラブルが発生しやす

く，また，高齢者世帯などは特に近隣住民の手助け

が必要な世帯も多い．またそもそも雪が多く降るそ

の地域に対して愛着を持ち，受け入れているかは雪

処理の負担に直結すると考えられる．これら人間関

係や地域愛着によって説明される地域での居心地の

良さは客観的雪処理負担を軽減する上で重要な要因

となると言える． 

 

c) 定住意識について 

最後に定住意識について，すなわち潜在変数

f4,f5と定住意識(x17)の関係について考察を行う． 

 まず客観的雪処理負担と定住意識の間には負の関

係にあった．これより客観的雪処理負担が大きいほ

ど定住意識が小さく，より強く移住したいと思う傾

向にあると分かる． 

 その一方で地域での居心地の良さと定住意識の間

には正の関係にあった．これは居心地が良いほどそ

の地域に住み続けたいということであり，妥当な結

果であると言える． 

 

5. まとめ 

 

本研究では北海道地方部からの人口流出を抑制す

るための方策として雪処理の負担軽減に着目し，住

民へのアンケート調査をもとにした分析を行った． 

 既存研究を参考に，雪処理の負担を主観的雪処理

負担感と客観的雪処理負担とに分けて考え，各々に

ついて分析を行った．まず主観的雪処理負担感につ

いては数量化Ⅰ類と主成分分析を行い，主観的雪処

理負担感が主に「雪処理は重荷」，「将来雪処理が出

来るか不安」，「身体や健康への影響が出ると思

う」，「身体的に疲れる」によって説明されることが

示された． 

 また客観的雪処理負担については共分散構造分析

を行い，研究の目的であった「雪処理の要素-雪処

理の負担-定住意識」の関係を構造的に明らかにし

た．要素としては雪処理時のけがが最も負担に大き

く影響を与えており，また，雪処理の負担と定住意

識の間には負の関係があることが分かった．これよ

り北海道地方部の人口流出を抑制するために雪処理

での事故を防ぐための取り組みなどを行うことが重

要であると考えられる． 
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A STUDY OF SNOW PROCESSING BURDEN AND SEDENTARY 

CONSCIOUSNESS IN LOCAL AREAS OF HOKKAIDO 

 

Kenta KOMURA, Kunihiro KISHI, and Shin-ei TAKANO 

 

  In areas with heavy snowfall, it is necessary to shovel snow and remove snow from roofs. Accidents 

involving snow removal frequently occur, and some elderly people become isolated because they cannot 

remove snow by themselves, which has become a social problem. 

In this study, a survey was conducted on the attitudes of residents in Iwamizawa City, Kutchan Town, 

and Takikawa City, which are located in areas with heavy snowfall, in order to investigate the impact of 

the burden of snow processing on the outflow of population from local areas. A covariance structure 

analysis was used to quantify the burdens and elements of snow processing. The results of the analyses 

show that the residents’ sedentary consciousness decrease when they feel more burdened by the snow 

processing. In addition, it is shown that the fear of accidents and injuries related to the work had a greater 

influence on the burden sense than the physical factor. 
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